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福島第一原発事故

社
会
・
経
済
の
見
直
し
迫
ら
れ
る

想
いい
想
いい

第80回

原
発
頼
り
の
日
本

少
し
て
い
る
ら
し
い
。
ま
さ
に
原

発
な
く
し
て
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
で

も
あ
る
。

　

で
は
、「
警
告
」
を
ど
う
受
け

と
め
、
生
活
や
仕
事
の
あ
り
方
、

社
会
・
経
済
を
ど
う
見
直
す
の

か
。
会
社
に
よ
っ
て
は
一
時
的

に
、
電
力
が
豊
富
な
地
方
に
脱
出

し
、
影
響
を
最
少
限
に
食
い
と
め

よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ら
し

い
。
果
た
し
て
こ
れ
で
ホ
ン
ト
に

い
い
の
か
？　

思
案
の
し
ど
こ
ろ

だ
。

 

（
副
委
員
長　

太
田
信
一
）

家
庭
で
使
わ
れ
る
電
気
量
は
、
こ

の
三
〇
年
で
約
二
倍
に
増
え
て
い

る
が
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
作
ら
れ
て
い

る
電
気
は
、
日
本
全
体
で
わ
ず
か

〇
・
六
％
程
度
。
現
在
使
っ
て
い

る
電
気
の
約
三
〇
％
は
原
発
に
よ

る
も
の
で
、
一
九
七
〇
年
度
に
約

六
割
を
占
め
て
い
た
石
油
に
よ
る

発
電
は
、
現
在
で
は
約
一
割
に
減

事
故
で
あ
る
。
電
力
不
足
に
よ
る

計
画
停
電
、
放
射
性
物
質
に
よ
る

食
品
汚
染
等
々
、
便
利
さ
や
飽
食

等
を
追
求
し
て
き
た
私
た
ち
に
対

す
る
自
然
界
か
ら
の
警
告
か
？　

方
々
の
、
一
日
も
早
い
生
活
基
盤

の
確
立
を
願
っ
て
い
る
。

　

地
震
、
津
波
と
同
様
、
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
に
国
民
に
不
安
を
募

ら
せ
て
い
る
の
が
福
島
第
一
原
発

　
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」で

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、

震
災
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
方
々
に
深
く
哀
悼
の
意
を
捧
げ

る
と
と
も
に
、家
族
、親
戚
、友
人
、

知
人
を
亡
く
さ
れ
た
方
々
に
心
か

ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

震
災
発
生
か
ら
三
週
間
が
経
過

し
て
も
な
お
避
難
所
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
十
数
万
に
及
ぶ

土
地
で
あ
る
。
幸
い
な
こ

と
に
肉
親
の
無
事
は
確
認

で
き
た
が
、
い
ま
だ
に
連

絡
が
取
れ
な
い
知
人
、
友

人
も
い
る
。
津
波
で
被
害

を
受
け
た
地
域
に
は
子
供

の
頃
に
何
度
も
遊
び
に
行

っ
た
場
所
も
あ
り
、
当
時

の
思
い
出
も
被
災
し
て
い

る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る

▼
各
種
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧

が
進
み
、
各
地
で
支
援
の

声
も
上
が
っ
て
お
り
、
デ

ー
タ
本
部
も
、
支
援
物
資

を
複
数
回
輸
送
し
て
い

る
。
だ
が
、
本
格
的
な
復

興
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
▼

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
と
し
て
、
今

後
、人
・
物
的
な
支
援
も
予

定
し
て
お
り
、
個
人
的
に

も
最
大
限
協
力
し
て
い
き

た
い
。
ま
ず
は
カ
ン
パ
活

動
か
ら
で
あ
る
。（
Ｓ
・
Ｈ
）

　

連
日
報
道
さ

れ
る
地
震
被
害

の
惨
状
に
心
が

痛
む
。
仙
台
は

自
分
の
地
元
で

あ
り
、
高
校
生

ま
で
過
ご
し
た

　

デ
ー
タ
本
部
闘
争
委
員
会
お
よ
び
分
会
闘
争
委

員
会
は
、
三
月
三
〇
日
、
デ
ー
タ
社
お
よ
び
グ
ル

ー
プ
二
二
社
か
ら
一
斉
に
回
答
を
受
け
、
デ
ー
タ

グ
ル
ー
プ
全
体
で
二
〇
一
一
春
闘
の
妥
結
・
決
着

を
図
っ
た
。

　

今
春
闘
で
、
デ
ー
タ
本
部

は
、「
特
別
手
当
」
と
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

改
善
に
絞
っ
て
要
求
・
交
渉

を
展
開
し
て
き
た
。
交
渉

は
、
グ
ル
ー
プ
連
結
決
算
を

二
期
連
続
で
下
方
修
正
し
た

現
状
と
、
修
正
計
画
の
達
成

見
込
み
に
対
し
て
、
労
使
の

の
主
張
が
合
わ
ず
、
情
勢
認

識
か
ら
対
立
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
三
月
一
一
日
に

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
」
が
発
生
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

は
、
組
合
員
・
退
職
者
と
そ

の
家
族
の
安
否
確
認
と
被
災

状
況
の
把
握
等
を
最
優
先

し
、
三
月
一
二
日
に
春
闘
交

渉
を
一
旦
凍
結
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
月
二
八
日
に

中
央
本
部
は
、
①
災
害
復
旧

に
向
け
て
組
合
員
の
安
心
・

安
定
が
不
可
欠
な
こ
と
②
支

援
・
救
済
活
動
の
長
期
化　

　

を
ふ
ま
え
、
春
闘
課
題
の

早
期
決
断
を
求
め
、
会
社
側

の
「
早
期
に
解
決
を
図
る
用

意
が
あ
る
」
と
の
見
解
を
確

認
し
た
こ
と
か
ら
、
交
渉
再

開
を
指
示
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
デ
ー
タ
本

部
は
、
緊
急
分
会
長
会
議
を

開
催
。
①
今
年
度
決
算
の
厳

し
い
見
通
し
②
地
震
の
影
響

等
も
あ
り
、
来
期
の
事
業
計

画
の
積
み
上
げ
が
難
し
い　

　

等
の
状
況
認
識
を
合
わ
せ

た
上
で
、
最
終
交
渉
に
向

け
、「
組
合
員
の
頑
張
り
に

応
え
る
た
め
、
昨
年
支
払
実

績
を
何
と
し
て
も
確
保
す

る
」
と
意
思
統
一
し
た
。

　

粘
り
強
い
交
渉
の
結
果
、

三
月
三
〇
日
、
会
社
側
は
、

二
〇
一
一
春
闘
要
求
に
対
し

「
特
別
手
当
」
を
昨
年
実
績

に
基
づ
き
支
払
う
こ
と
を
含

め
、
回
答
。
こ
れ
を
受
け
、

デ
ー
タ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
妥

結
・
決
着
を
図
っ
た
。

　

各
社
の
決
着
内
容
等
に
つ

い
て
は
、『
月
刊
デ
ー
タ
本

部
』
四
月
号
に
掲
載
す
る
。

延期のお知らせ

ディズニーランドレク
 （ 月 日予定）

　「東北地方太平洋沖地震」に
伴う災害支援や計画停電への対
応を最優先とする状況下のた
め、延期とします。開催は、四
囲の状況を見極めた上で再設定
します。詳細は、所属分会へお
問い合わせください。

救援カンパにご協力を

目　標：一人 円を目安
対象者：組合員・管理者・協働者等
期　間： 月 日（金）まで

　データ本部で集約したカンパ金
は、ＮＴＴ労組に集約し、組合員・
社員・退職者・家族の被災に対する
支援および情報労連・連合等による
被災者・被災地域の復興支援へ役立
てます。

　データ本部は、データグループ
と共同で「救援カンパ」を実施しま
す。皆さんのご協力をお願いして
います。

　

申
し
入
れ
は
、
第
一
五

回
分
会
長
会
議
の
意
思
統

一
に
基
づ
い
た
も
の
。
主

な
内
容
は
次
の
通
り
。

　

①
二
〇
一
〇
年
に
実
施

し
た
「
組
合
員
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
結
果
を
ふ
ま
え
、

組
合
員
の
健
康
確
保
を
意

識
し
た
労
働
時
間
適
正
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
。

　

②
労
働
時
間
適
正
化
の

取
り
組
み
を
意
識
し
て

『

協
定
』
締
結
の
論
議

を
行
な
う
こ
と
。

　

③
デ
ー
タ
グ
ル
ー
プ
と

し
て
も
計
画
停
電
を
考
慮

し
、
こ
れ
ま
で
の
働
き
方

を
見
直
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
全
館
一

斉
消
灯
等
の
具
体
的
な
施

策
と
合
わ
せ
た
取
り
組
み

を
行
な
う
こ
と　
　

。

　

時
間
外
労
働
は
本
来
臨

時
的
な
も
の
と
し
て
必
要

最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、『

協
定
』
で
定
め
た
時
間
数

ま
で
時
間
外
労
働
を
行
な

っ
て
良
い
（
許
容
枠
）
わ

け
で
は
決
し
て
な
い
。
限

度
時
間
を
超
え
た
場
合
の

時
間
外
労
働
は
で
き
る
限

り
短
く
す
る
こ
と
が
法
律

上
で
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。
時
間
外
協
議
の
際
は

職
場
労
使
間
で
そ
の
実
施

事
由
の
確
認
を
徹
底
し
、

真
に
臨
時
的
と
認
め
ら
れ

る
事
由
に
限
っ
て
そ
の
実

施
を
認
め
る
よ
う
徹
底
す

る
こ
と
と
す
る
。

労
使
で
認
識
合
わ
せ
る

　 年度の「 協定」締
結と恒常的長時間労働の改
善に向け、データ本部は会
社側に申し入れを行ない、
労使で認識を合わせた。

2011春闘 妥結・決着

第２回全国ボウリング大会
 （ 月 日予定）

「東北地方太平洋沖地震」

　カンパ金は、分会役員・職場連絡員
等へお渡しください。

▲第 回分会長会議
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績
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下


